
一般社団法人日本色彩学会 2020 年度（令和二年度）第 5 回理事会 議事録

【日時】 2020 年 12 月 21 日（月） 18:00 ～ 22:15
【場所】 Webex 利用による遠隔会議

【出席予定者（敬称略）】

会長 篠田 博之

副会長 眞鍋 佳嗣，山内 泰樹

理事 岩井 彌，片山 一郎［記録］，木村 敦，櫻井 将人，下川 美知瑠， 髙橋 晋也，西 省吾，

平井 経太

監事 東 吉彦（関東支部長），鈴木 敬明

オブザーバー

石原 久代（東海支部長），石田 泰一郎（関西支部長）

事務局 八木橋 生輔

【欠席者（敬称略）】

理事 河本 健一郎

【配布資料】

・R2-5-1-1_(一社)日本色彩学会_2020 年度第 4 回理事会議事録（案）

・R2-5-2-1-1-1_改選理事候補_支部

・R2-5-2-1-2-1_役員選挙の電子化について

・R2-5-2-2-1-1_審査委員推薦

・R2-5-2-2-2-1_審査委員長交代

・R2-5-2-2-3-1_表彰委員会委員推薦

・R2-5-2-3-1-1_理事会資料 2020.12.21（下川）

・R2-5-2-3-2-1_ICD_2021 学会誌告知原稿４

・R2-5-2-3-2-2_ICD 協賛依頼先リスト

・R2-5-2-4-1-1_色材協会「第 30 回顔料分散講座」（回答済）

・R2-5-2-4-1-2_繊維学会「第 52 回感性研究フォーラム会告」（回答済）

・R2-5-2-4-1-3_日本オプトメカトロニクス協会「デジタルカラー画像の解析・評価」技術講座（回答済）

・R2-5-2-4-1-4_日本光学会「第 47 回冬期講習会 プログラム」（回答済）

・R2-5-2-5-1_理事会資料 2020，第 5 回（個人情報削除）

・R2-5-2-6-1_理事会スケジュール 201221
・R2-5-2-7-1-1_AIC_JUDD_CADE
・R2-5-2-7-1-2_AIC2021 collaboration proposal CSAJ
・R2-5-2-7-1-3_AIC 選挙について

・R2-5-2-7-2-1_191229 賛助会員検討委員会について

・R2-5-2-7-2-2_賛助会員検討委員会委員長ご就任のお願い

・R2-5-3-1-1-1_第 5 回理事会資料（2020 年 12 月 21 日）

・R2-5-3-2-1-1_日本色彩学会 R2 第 5 回理事会_編集委員会報告資料(1124 版)



・R2-5-3-2-2-1_会誌改革 WG の進捗報告

・R2-5-3-2-3-1_日本色彩学会第 52 回全国大会_第 1 回実行委員会_議事録案 v1
・R2-5-3-2-3-2_日本色彩学会第 52 回全国大会_第 2 回実行委員会_議事録案 v1
・R2-5-3-2-4-1_2020 年度第 3 回財政再建 WG 議事録案

・R2-5-3-2-5-1_色彩データ・ライブラリ運用方針（案）_20201221 理事会資料

・R2-5-3-2-6-1_教育普及委員会構想（案）2020.12.4
・R2-5-3-3-1-1_2020 年度東海支部第 5 回役員会議事録（12.21 理事会用）

・R2-5-3-3-2-1_令和２年度第 2 回（9 月 24 日）関西支部役員会議事録

・R2-5-3-3-3-1_201117 第 3 回関東支部役員会_議事録 v4

櫻井理事が議事進行を務め，2020 年度（令和 2 年度）第 5 回理事会の成立と開会を宣した．

（理事：出席 11 名／監事：出席 2 名，オブザーバー2 名）

【議題】

1．議事録確認

2020 年度第 4 回理事会議事録（案）（資料 R2-5-1-1）を確認し，満場異議なくこれを承認した．

2．審議事項

2-1 選挙関連事項

・改選理事候補決定について

篠田会長より各理事・監事および各支部からの推薦候補（資料 R2-5-2-1-1-1）について説明があり，審

議の結果，候補者を決定した．

・役員選挙の電子化について

高橋理事から役員選挙の電子化について資料 R2-5-2-1-2-1 に基づき説明があり，技術的・事務的実行

可能性について，平井理事と八木橋氏が年内を目途に検討することとなった．

2-2 表彰関連事項

・学会賞・論文賞・研究奨励賞審査委員の選出

眞鍋副会長から資料 R2-5-2-2-1-1 に基づき説明があり，満場異議なくこれを承認した．

・審査委員長交代

眞鍋副会長から資料 R2-5-2-2-2-1 に基づき説明があり，満場異議なくこれを承認した．

・表彰委員会の設置

眞鍋副会長から資料 R2-5-2-2-3-1 に基づき説明があり，満場異議なくこれを承認した．

2-3 事業関連事項

・MIC の色決定・当選者決定

下川理事から資料 R2-5-2-3-1-1 に基づき説明があり，MIC2020 を決定した．当選者数を 3 名から 6 名

に拡大し，次回の理事会での抽選で決定することとなった．12 月末に，学会 HP 上で MIC2020（色の

み）を発表する予定．



・ICD の企画内容決定・協賛依頼

下川理事から資料 R2-5-2-3-2-1，R2-5-2-3-2-2 に基づき，オンラインでの開催内容について説明があ

った．ICD 参加者として，会員，協賛団体の他，一般からの参加申込みも受け付けることとなった．告

知には，学会の SNS（平井理事を中心として準備中）も活用する予定．新たに日本照明工業会に協賛を

依頼することとなった．

2-4 総務関連事項

・協賛依頼

櫻井理事から資料 R2-5-2-4-1-1，R2-5-2-4-1-2，R2-5-2-4-1-3，R2-5-2-4-1-4 に基づき説明があり，満

場異議なくこれを承認した．

2-5 入会審査

資料 R2-5-2-5-1 に基づき，正会員加入 11 名，学生会員加入 4 名について審査を行い，満場異議なく

これを承認した．退会 16 名，変更 12 名について報告があった．

2-6 理事会開催日程

資料 R2-5-2-6-1 に基づき検討した結果，第 6 回の理事会は，令和 3 年 2 月 13 日（土），Webex によ

る遠隔形式での開催と決定した．

2-7 その他

・AIC 関連

篠田会長から資料 R2-5-2-7-1-1 に基づき Judd 賞に関する説明があり，Judd 賞推薦委員会に検討を依

頼することとなった．AIC2021 の協賛形態について，資料 R2-5-2-7-1-2 に基づき篠田会長から説明があ

り，Free Patronage Mode を選択することに決定した．資料 R2-5-2-7-1-3 に基づき，AIC の理事候補に

ついて検討した結果，今回は立候補を見送ることとなった．

・賛助会員検討委員会関連

篠田会長から資料 R2-5-2-7-2-1，R2-5-2-7-2-2 に基づき説明があり，満場異議なくこれを承認し，活

動内容を理事会で共有した．

3．報告事項

3-1 財務報告

・収支報告

西理事から資料 R2-5-3-1-1-1 に基づき 12 月時点の収支報告があった．概算では赤字が予想される．

月ごとの収支を分析し，今後の財務状況の予測を行うこととなった．

・事業関連の報告

高橋理事から研究会大会について，参加者数は例年と同程度の 200 名弱，30 万円以上の黒字の見通し

との報告があった．

3-2 委員会報告

・編集委員会



木村理事から資料 R2-5-3-2-1-1 に基づき説明があった．査読功労賞に関して，査読者の秘匿性の点で

編集委員から懸念が示されたことについて，眞鍋副会長から，他学会の例や数年間分の功労についての

表彰である点で，秘匿性を損なうことはないとのコメントがあった．

・会誌改革 WG
木村理事から資料 R2-5-3-2-2-1 に基づき，完全電子化，学会誌と論文誌の分離，広告収入減少の補て

ん方法について検討しているとの説明があった．

・第 52 回全国大会実行委員会

東監事から資料 R2-5-3-2-3-1，R2-5-3-2-3-2 に基づき報告があった．オンラインでの開催を予定して

いる．

・財政再建 WG
岩井理事から資料 R2-5-3-2-4-1 に基づき，教育普及事業および技術開発に関する表彰制度等，会員数

増，収益増のための方策を検討している旨，報告があった．

・色彩データ・ライブラリ検討 WG
高橋理事から資料 R2-5-3-2-5-1 に基づき，色彩データ・ライブラリ運用指針についての報告があった．

・規格化活動推進 WG
今回は報告なし．

・第 1 回教育普及委員会報告

下川理事から資料 R2-5-2-3-1-1，R2-5-3-2-6-1 に基づき，色彩講座等の構想について報告があった．

3-3 支部報告

・東海支部

石原支部長から資料 R2-5-3-3-1-1 に基づき，オンライン見学会等について報告があった．

・関西支部

石田支部長から資料 R2-5-3-3-2-1 に基づき，実践色彩講座 2020 の計画概要等について報告があった．

・関東支部

東監事から資料 R2-5-3-3-3-1 に基づき，ダ・ヴィンチ没後 500 年展等について報告があった．

3-4 その他

東商カラーコーディネーター検定合格者に対する色彩学会主催セミナー等への会員価格での参加につ

いて，支部および研究会への周知の必要性が確認された．

理事会構成員は，ICD 実行委員会および MIC 選考委員会の構成員であることを確認した．

以上，議題のすべてを終了したので，閉会を宣した．

以上


